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例 言
1 本書は、平成17年 8月 29日 ～ 9月 30日 に実施された松本市丸の内 1番 3号ほかに所在する松本城三の丸

跡大名町第 1次調査の緊急発掘調査報告書である。

2 本調査は、l■l不動産情報センターによる店舗建設に伴う緊急発掘調査であり、松本市教育委員会が発掘
調査を実施し、本書の作成を行ったものである。

3 本書の執筆は、Ⅳ-3:内堀 団、その他を竹内靖長が行った。
4 本書作成にあたっての作業分担は、以下のとおりである。

遺物洗浄・注記 :百瀬二三子

土器陶磁器接合・土器拓本 :中澤温子

土器陶磁器実測・ トレース・図版作成 :竹内直美

木製品整理・実測・ トレース :久根下三枝子

金属製品整理 :内堀 団、洞沢文江

遺構図調整・ トレース・図版作成 :村山牧枝

遺物写真 :宮嶋洋一、写真図版作成 :清水 究

総括 0編集 :竹内靖長

5 本書で使用した略称は以下のとおりである。
土坑→土、ピット→ P、 建物址→建、溝状遺構→溝状、溝址→溝

6 本調査で得られた出土遺物及び調査の記録類は、松本市教育委員会が保管し、松本市立考古博物館

(〒 390-0823 長野県松本市大字中山3738-l Te1 0263-86-4710 Fax 0263-86-9189)に 収蔵されている。
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嘉‖調:葺:の:経1緯

1口 調査に至る経過

松本城三の丸跡は松本城跡の最外郭にあたり、上級武家屋敷が置かれていた地区である。三の丸内では、

これまでに土居尻・柳町・小柳町地点などで開発に伴う緊急発掘調査が実施され、近世の武家屋敷跡等の遺

構・遺物が確認されていた。今回、遺跡内である三の丸跡大名町で、l■l不動産情報センターによる店舗建設

事業が計画された (文化財保護法第93条に基づく届出書 :平成17年 8月 1日提出)。 開発内容から埋蔵文化財

が破壊される恐れが生じたため、事業者と埋蔵文化財の保護について協議を行い、試掘調査を実施して埋蔵

文化財の有無を確認することとし、その結果を踏まえ再度協議を行うこととなった。 (93条に基づく届出に

対しては、長野県教育委員会教育長より平成17年 9月 1日付で発掘調査実施の指示が通知された)

試掘調査は平成17年 8月 23日～24日 に松本市教育委員会が実施した。建設予定地南端に東西方向の試掘 ト

レンチを 2箇所掘削した結果、店舗建設予定地の西側 1/3は撹乱により破壊されていたものの、東側 2/

3に は埋蔵文化財が良好な状態で遺存していることが判明した。この結果を踏まえ、開発により埋蔵文化財

が破壊される範囲について、発掘調査を行って記録保存を図ることとなった。発掘調査およびこれに係る事

務処理は松本市教育委員会が行うこととし、事業者であるl■l不動産情報センターと松本市との間で平成17年

8月 29日 付で埋蔵文化財発掘調査委託契約が締結された。さらに、平成17年 10月 21日 付で埋蔵文化財発掘調

査委託契約の一部を変更する契約が行われた。

現場での発掘調査は、平成17年 8月 29日 ～ 9月 30日 にかけて行われた。調査面積は71。 8ゴ (I～Ⅳ検 OV検

試掘のべ面積 :263.4ゴ )である。調査終了後、平成17年 10月 6日付で長野県教育委員会に終了報告書を提出

し、また同日に松本警察署に埋蔵物発見届を行い、平成17年 10月 17日 付で長野県教育委員会教育長から埋蔵

物の文化財認定を受けた。

出土遺物及び現場測量図・写真等の整理作業と本報告書の作成作業は、現場作業に引き続き松本市立考古

博物館において行った。

2.調査体制

調 査 団 長 :竹淵公章 (教育長)

調査担当者 :竹内靖長 (文化財課主任 )、 清水 究

調 査 員 :今村 克

協 力 者 :荒井留美子、今井太成、大月八十喜、
道浦久美子、村山牧枝、百瀬二三子、

事 務 局 :

松本市教育委員会教育部文化財課

宮島吉秀 (課長)、 市川恵一 (部課長)、 熊谷康治 (課長補佐・埋蔵文化財担当係長)、 直井雅尚 (主査)、

櫻井 了 (主事)、 渡邊陽子 (嘱託 )、 花村かほり (同 )

(同 嘱託)

久根下三枝子、竹内直美、中澤温子、洞沢文江、

百瀬義友、横山 清
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華1■:調:査|の1概1要|

本調査前に実施した試掘調査は、建物建設予定地南端際に東西方向にトレンチを掘削した。この結果、用

地西側1/3は撹乱により破壊されていたものの、それ以外の箇所では現地表下1.5mの間に整地層 4面を確認

した。これにより本調査範囲は、建物建設範囲内で撹乱箇所を除く71。 8ゴ を設定した。本調査は、試掘 トレ

ンチとサブトレンチを掘削し、土層を観察しながら上面から順次面的調査を進めていった。サブトレンチの

土層断面観察では、調査区南端を除く大部分の箇所で地山が確認できなかった。このため、調査区東端に南

北方向に試掘 トレンチを掘削し、土層の観察を行った。この結果、調査区南端で確認された地山面から掘 り

込まれている幅5.4m以上、深さ2m以上の溝あるいは堀跡と思われる落ち込みを確認した。この溝跡は、サ

ブトレンチと平面検出により東西方向に通り、調査区外へさらに延びていることが判明した。なお、この溝

址については、第V検出面 (試掘 トレンチ調査)と して報告する。

調査における遺構の測量は、国家座標軸の 3m方眼を設置して行った。また、遺構番号は、各面ごとに 1か

ら付している。今回の調査で発見された遺構は以下のとおりである。

<第 I検出面 (19世紀後半)> 遺構 :土坑 15、 ピット10、 溝状遺構 2

<第 Ⅱ検出面 (17世紀前半)> 遺構 :土坑28、 ピット20、 溝状遺構 1

<第Ⅲ検出面 (16世紀末～17世紀初)> 遺構 :土坑21、 ピット17、 溝 2

<第Ⅳ検出面 (16世紀末か)> 遺構 :土坑 6、 ピット 1

<第V検出面・東壁際の試掘 (16世紀末)> 遺構 :溝 (堀)1
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III遺1構|

1 第 l検出面 (19世紀後半)(第 3図 )
近代以降と考えられる土層 (第 102層)の直下で、第 3022層上面 (第 4図 )を第 I検出面と捉えた。

検出された遺構は、土坑15基、ピット10基、溝状遺構 2で ある。各土坑はどれも浅 く、出土遺物も比較的少

ない。このうち溝状遺構 1と ± 7の掘り方底面からは、加工された木材が出土した。柱材が接合する貫穴が

約HOcm間隔で 3箇所あけられており、建物建築材と考えられる。溝状 1と ± 7は並行し、貫穴の位置関係

も対応しているため、 l間 ×2間程度の小規模な建物の基礎と考えられる。

2 第 H検出面 (17世紀前半)(第 3図 )

第 I検出面直下の408024層面を第Ⅱ検出面 として捉えた。発見された遺構は、土坑28、 ピット20、 溝

状遺構 1である。土坑・ピットのうち、± 708010015029、 Pl～ 8の H基には、柱材が残存していた。

± 8015は丸柱であるが、その他はすべて角柱 (四角)である。±15と ±29の切 り合いをみると、丸柱を角

柱が切っていることから、丸柱から角柱への変遷が考えられる。また、底面に平坦な石 (礎板)を置いたも

のは± 708010029の 4基、覆土中に柱の根固めとしてグリ石が入れられていたものは± 7・ 80100150

29、 P708の 7基みられる。

3 第Ⅲ検出面 (16世紀末～17世紀初)(第 3図 )

第Ⅱ検出面下の16027025層 面を第Ⅲ検出面とした。土坑21基、ピット17基、溝 2条が発見された。調査

区東端には、南北方向に溝が通っている。中間で溝が途切れているため番号は別に付したが、同一線上に通

る溝である。規模は、幅60～ 90cm、 深さ15～ 25cm、 主軸方向はN-12°一Eである。覆土には水流の痕跡は認

められない。

4 第IV検出面 (16世紀末)(第 4図 )

遺構は、調査区東側に土坑 6基、ピット1基が発見された。

に埋められた土層の上面に検出されたが、どれも遺構は浅 く、

たという可能性も否定できない。

5 試掘トレンチ・溝 (第 V検出面)(16世紀末)(第 4図・第 1表 )

調査区東端で南北方向に試掘 トレンチを入れたところ、東西方向に通る規模の大きな溝が発見された。地

山面と考えられる第124層 (第 4図)か ら掘り込まれ、幅5.4m以上、深さ2。 Omを測る。南端の立ち上がりは

確認できたものの、北端は調査区域外へさらに延びている。溝の断面形はU字形を呈し、底面には細かな凹

凸がみられる。覆土中にはブロック状の土塊・土粒が多く含まれ、木片 (建築材片など)・ 礫も多量に混入し

ていた。溝底面付近では自然埋没と考えられる土層が観察できるが、上層では明らかに人為的に北側から土

砂を入れて埋めたと考えられる土層がみられる。遺物は、溝の埋土中から瀬戸美濃産摺鉢片・灰釉丸皿片 (瀬

戸美濃大窯 4段階 01590～ 1610年 )と 内耳鍋片が出土した。この遺物から推定すると、松本城築城時の段階

に埋没したものと考‐えられる。この溝は、規模が大きいことから堀としての用途も十分考えられるが、今回

の調査結果だけでは判然としない (註 1)。 松本城築城以前の深志城段階の堀は、松本城三の丸跡土居尻第 2

次調査 (平成13年度調査)に おいて発見されているが、今回発見された溝とは、規模 0断面形・覆土の様相

が全 く異なる。今後、付近の調査等も踏まえて検討していかなければならない。      、

言主

註 1:近年の武田氏館跡 (山梨県甲府市)の城下町の調査では、町割の区画部分に規模の大きな溝 (堀)が相次いで発見され

ている。

これらの遺構は、後述する溝址上面の人為的

Ⅲ検で捉えきれなかった遺構をⅣ検で検出し
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層INQI 土■色 土11'質 混 入 物

1 暗茶褐色土 シルト 暗灰色土粒 (小 )20%、 黄褐色土粒 (小)25%

暗灰茶褐色土 シルト 灰色土粒 (小 )30%、 黄褐色土粒 (小)20%

淡褐色土 シルト 黒褐色土粒 (小 )40%、 黄褐色土粒 (小)10%

黒褐色土 シルト 鉄分7%

黒褐色土 シルト 黄褐色土粒 (小)20%

暗灰色土 シルト
黒褐色土粒 (小 )5%、 黄褐色土粒 (小)20%、
灰色土粒 (小)10%

暗灰褐色土 シルト 黄褐色土粒 (小)20%

黒褐色土 シルト 褐色土粒 (小)30%

黒褐色土 シルト 植物片

淡灰褐色土 細砂 灰色土粒 (小 )20%、 礫2～4cm 15%

灰色土 シルト 鉄分30%、 礫 5 cm 7%

暗灰色土 シルト 褐色土粒 (小)5%、 鉄分

暗灰色土 シルト 黒褐色土粒 (小)20%

暗灰色土 シルト 礫 5cm 20%

淡灰緑色土 粗砂 暗灰色土塊 (中～大)20%

暗灰色土 シルト 淡灰緑色土塊 (小～中)15%

暗褐色土 粗砂 礫 5～ 10cm 20%

暗灰色土 粘土 淡灰緑色土塊 (中)15%

灰色土 シルト 淡灰緑色土塊 (小～中)10%、 礫1～3cm 154

暗灰色土 シルト 淡灰緑色土塊 (小～中)10%

淡褐色土 細砂 礫 5 cln 7%

淡灰色土 シルト 灰緑色土塊 (中)15%

淡灰褐色土 シルト 灰緑色土粒 (小)10%

暗灰色土 シルト 灰緑色土粒 (小 )10%、 黒色土粒 (小)20%

淡灰緑色土 粗砂 黒色土粒 (小)20%

暗灰色土 シルト 灰色土粒 (小)20%

淡灰色土 細砂 灰緑色土塊 (小 )30%、 黒色土塊 (小)20%

淡灰色土 シルト
灰緑色土粒 (小 )20%、 黒色土塊 (小～中)
20%

淡灰色土 シルト
灰緑色土塊 (小～中)10%、 黒色土塊 (小 )
10%

暗灰色土 シルト 灰緑色土粒 (小 )10%、 黒色土粒 (小)7%

黒褐色土 シルト 灰緑色土粒 (小 )20%、 黒色土粒 (小)20%

暗灰色土 細砂 灰緑色土粒 (小 )10%、 黒色土粒 (小)15%

淡灰色土 細砂・シル ト含 灰緑色土粒 (小 )30%、 黒色土粒 (小)7%

灰色土 細砂 。シル ト含 灰緑色土粒 (小 )20%、 灰色土粒 (小)10%

暗灰色土 シルト・粗砂含 木片

淡灰色土 細砂 灰緑色土粒 (小 20%

淡灰色土 粗砂・細砂含 灰緑色土粒 (J 30%、 黒色土粒 (小)10%

淡灰色土 シルト 灰緑色土粒 (ガ 10%

暗灰色土 シルト
灰緑色土粒 (小 )15%、 黒色土粒 (小～中)
20%

淡灰色土 シルト 灰緑色土粒 (小 )7%、 黒色土粒 (小)10%

暗灰色土 シルト 淡灰緑色土塊 (小～中)15%

淡灰色土 シルト 淡灰緑色土粒 (小～中)2o%

暗灰色土 細砂
淡灰緑色土粒 (小～中)10%、 黒褐色土 (小 )
15%

灰色土 シルト 黒色土粒 (小)10%

淡灰色土 細砂・粗砂含 灰緑色土粒 (小 )10%、 黒色土粒 (小)10%

淡灰色土 粗砂 0シル ト含 淡灰緑色土粒 (小 )30%、 黒色土粒 (小)7%
淡灰色土 シル ト 0粗砂含 淡灰緑色土粒 (小)40%

明灰褐色土 シルト 黄褐色土粒 (小 )20%、 黒色土粒 (小)10%

灰色土 細砂 礫4～ 20cm 10%、 黄褐色土粒 (小)7%

灰色土 シルト 黒色土粒 (小)10%

暗灰色土 シルト 灰緑色土塊 (中 ) 30%

灰褐色土 シルト 灰緑色土塊 (小)10%、 黒色土粒 (小)7%

淡灰褐色土 細砂・粗砂含 黒色土粒 (小 )10%、 灰褐色土粒 (小)10%

黒褐色土 シルト 灰緑色土粒 (小)7%
灰色土 シルト 礫 3～ 10cm 10%

淡灰色土 シフレト 黒色土粒 (小 )7%、 礫2～4cm 15%

淡灰色土 シルト 黒色土粒 (小)10%
暗灰色土 シルト 灰緑色土粒 (小 )10%、 黒色土粒 (小)20%

淡灰色土 細砂 0シル ト含 黒褐色土塊 (中 )10%、 礫1～5cm 10%

淡灰色土 シル ト・細砂含
黒褐色土粒 (小 )7%、 淡灰緑色砂粒 (小 )
10%

淡灰色土 粗砂 礫0.5～ 3cm 10%、 黒褐色土粒 (小)10%
灰色土 粗砂・シル ト含 黒褐色土粒 (小 )7%、 礫0.5～ 2cm 10%

灰色土 細砂 0シル ト含 淡灰色土粒 (小 )7%、 黒褐色土粒 (小)10%

暗灰色土 細砂 。シル ト含
淡青灰色土粒 (小 )15%、 黒褐色土粒 (小 )
7%

暗灰色土 細砂・シル ト含
淡青灰色土粒 (小 )7%、 黒褐色土粒 (小)10%
礫0.5～ lcm 10%

第 1表 第V検出面溝 1土層一覧
層N0 |±■1色 士:|:質 混 入 物

灰色土 細砂 暗灰色土塊 (中 )7%、 淡灰色土粒 (小)5%

淡灰褐色土 細砂 。シル ト含 暗灰色土塊 (中 )10%、 淡灰色砂塊 (中)2%

暗灰色土 粗砂 灰色砂塊 (小 )10%、 礫 1～5cm

暗灰色土 シル ト・細砂含 淡灰色砂塊 (中)10%

淡灰褐色土 シル ト・細砂含
灰色土塊 (中 )7%、 淡灰緑色砂塊 (中 )2%、
黒褐色土粒 (小 )2%、 礫0.5～ 2cm 30%

暗灰色土 シル ト・細砂含 淡灰色砂塊 (中 ) 10%

淡灰色土 粗砂 礫0.5～ 2cm 30%

明灰色土 粗砂 礫 5～ 10cm 10%

灰色土 粗砂 明灰緑色砂塊 (中 )10%、 礫5～ 15cm 20%

暗灰色土 粗砂 灰色砂塊 (小 )10%、 礫1～5cm

暗灰褐色土 細砂 灰緑色砂塊 (中 )25%、 礫3～ 10cln

淡灰褐色土 細砂 灰褐色砂塊 (中 )10%、 礫3～ 5cm 7%

灰色土 シル ト・細砂含 淡灰色土粒 (小)10%

暗灰褐色土 シル ト・粗砂含 灰緑色砂塊 (中)20%

灰色土 シル ト・粗砂含 淡灰色土塊 (中 )10%、 礫3～ 20cm

暗灰色土 細砂・シル ト含 礫 3～ 10cm 20%

淡灰色土 粗砂 灰色土塊 (中 )10%、 礫3～ 20cm 15%

暗灰褐色土 粗砂 。シル ト含 木片、褐色土塊・黒色土塊 (中)20%

灰色土 粗砂・シル ト含 明灰緑色砂塊 (中)10%

暗褐色土 細砂 灰色砂塊 (中)15%

淡灰色土 粗砂 礫 3～ 5cm 25%

灰色土 粗砂・シル ト含 灰褐色砂塊 (中 )25%、 礫5～ 10cln 20%

暗灰色土 粗砂 礫 5～ 15cm 25%

灰色土 粗砂 礫0.5～ 3cm 20%

暗褐色土 細砂・粗砂含 明灰色砂塊 (中)10%

暗灰色土 粗砂 灰緑色砂塊 (中)20%

淡灰色土 細砂 灰色土塊 (中)7%

暗褐色土 シルト 木片、淡灰色砂塊 (中)10%

褐色土 シル ト・粗砂含 淡灰色砂塊 (中)20%

暗褐色土 シル ト・粗砂含 淡灰色砂塊 (中)30%
灰色土 シル ト・粗砂含 淡灰色砂塊 (中)10%

褐色土 シル ト・細砂含 礫10～20cm

暗灰褐色土 シル ト・粗砂含 黒褐色土塊 (中 15%、 礫 1～5cm 7%

淡灰色土 粗砂 褐色土塊 (中 ) 0%、 灰褐色砂塊 (中 ) 20%

淡灰色土 粗砂 灰緑色砂塊 (中 20%、 礫3～ 15cln 20%

暗灰色土 粗砂 灰緑色砂塊 (中 20%

淡灰褐色土 粗砂 0シル ト含 礫 3～ 15cII1 20%

暗灰色土 粘土 黒褐色土塊 (小～中)10%

暗灰色土 シルト
黒褐色土粒 (小 )20%、 淡灰緑色砂塊 (小 )
20%

淡灰色土 粗砂
暗灰色土塊 (中 )10%、 淡灰緑色砂塊 (中 )
10%

灰褐色土 シル ト・細砂含 礫 5 cm 7%、 黒褐色土塊 (中)7%

淡灰色土 粗砂・シル ト含 黒褐色土粒 (小 )25%、 礫 0。 5～ 3cm 15%

淡褐色土 粗砂 礫 5～ 10cm 10%、 黒褐色土粒 (小)20%

暗灰褐色土 シルト・粗砂含 木片、褐色土塊 (中)7%

灰色土 粗砂 黒褐色土塊 (中)2%
灰褐色土 粗砂 礫 3～ 5cm 15%、 褐色土粒 (中)10%

淡灰褐色土 粗砂
黒褐色土粒 (小 )10%、 淡灰色土粒 (小 )7%、
木片

暗灰褐色土 粗砂 黒褐色土粒 (小 )7%、 木片

灰色土 細砂 黒褐色土粒 (中)20%

暗灰褐色土 シル ト・細砂含 黒褐色土塊 (中 )7%、 黒褐色土粒 (小)20%

灰褐色土 粗砂
礫2～3cm 10%、 黒褐色土粒 (小 )25%、
褐色土粒 (小 )200/0

灰色土 粗砂

淡灰色土 粗砂 0シル ト含 黒褐色土粒 (小～中)20%、 礫3～ 5cm 20%

暗灰色土 粗砂 礫 2～ 5cm 10%

淡灰色土 粗砂 礫 1～ 3cm 20%

暗灰褐色土 シル ト・粗砂含 礫 2～ 5cm 10%

灰色土 粗砂 褐色土塊 (中)25%

淡灰褐色土 粗砂 。シル ト含
木片、灰色土塊 (小 )20%、 淡灰色土塊 (中 )
7%

褐色土 シルト 地 山

黒色土 粘土 地 山

黒色土 粘土 地山、鉄分

黒色土 シルト 地山、植物片

褐色土 シルト 地 山

暗灰褐色土 シルト 地山、黒色土塊 (小～中)7%
灰褐色土 シルト 地 山
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± 1

“
―‐

――

〃

――

‐―

＝

一

一

I検

58956m

I:暗灰褐色土 (青灰色土粒 )
Ⅱ :灰褐色土 (焼土粒 。炭粒 )

Ⅲ :暗灰色土 (青灰色土粒 )

±3

丁る
＼~

I:灰色土
Π :灰褐色土

Ⅲ :暗灰色土 (炭粒 )

面 56m

±4

1≦〔憂 
一

暗灰色土 (淡緑灰色土塊 )

二 牡

± 5

-の 一

灰褐色土 (灰色土粒 )

±10

-と牲

±8

-

1:灰褐色土 (焼土粒 。炭粒 )
H:暗灰褐色土 (青灰色砂塊 )
Ⅲ :灰色土 (青灰色砂塊 )
Ⅳ :暗灰色土 (炭粒 。焼土粒 )

±13

± 14

± 4

、
鯰 尚 蒻 瓢 鏃 鯰 蒻

58946m

I:暗灰色土 (炭粒 )
H:灰褐色土
Ⅲ :淡灰褐色土 (淡灰色土粒 )

溝1犬 2

∫

錢
灰褐色土 (焼土粒 。炭粒 )

± 6

±11

-≦竃》‐一

:暗灰色土I:暗灰色土 (淡黄色土塊 )
Ⅱ :淡灰色土

I:暗灰褐色土 (炭粒・焼土粒 )
H:灰褐色土 (炭粒 。礫 )

溝状 1

±10

灰色土 (焼土粒 。炭 。礫 )

I:暗灰褐色土
Ⅱ :灰褐色土

―ゝど  百

暗灰色土 (黒褐色土塊 )

Ⅱ検

灰褐色土 (焼土粒・炭 )

_達生」_

I:灰褐色土 (炭粒 )
H:灰色土 (青灰色砂塊 )

I:灰 褐色土 (褐色土塊 )
H:暗灰色土

±15

-員
E)一

±2± 5

± 2
1:暗灰色 (炭化物 。灰色砂塊 )
H:暗褐色土 (炭化物・緑灰色砂塊 )

± 5  暗灰色土 (炭化物。褐色土粒)

36m

±13

暗灰色土 (灰緑色砂粒 )

±12
1:灰褐色土 (暗灰色土粒・礫 )
Ⅱ :灰色土 (礫 )

暗灰色土 (炭粒・礫 )

I:黒褐色土 (炭化物 。黄色土塊 )
H:暗灰褐色土 (炭化物 。石粒 )

±18

58946m

I:灰色土 (褐色土粒・黒色土塊)`
H:暗灰色粘質土 (黒色土塊 )

±3

- 一に
 ,一

  ―
¨

I:暗灰褐色土 (炭化物・褐色砂粗 )
Ⅱ :暗灰褐色土 (炭化物 。黄色石塊 )

±11

― てみ8T‖

暗灰色土

(炭化物・灰色土塊
。赤褐色土粒 )

:緑灰色土 (炭化物・白色石粒 )

:暗灰色粘質土 (炭化物・黒灰色土塊 )

:緑灰色土 (黄褐色土塊 )
:暗灰褐色土 (黒灰色土塊 )
:灰色土 (黒色土粒 )
:暗灰色土 (炭化物 )

鰊
I:暗灰褐色土 (緑灰色土塊 )
H:黒褐色土 (赤褐色土 。緑灰色土塊 )
Ⅲ :暗灰褐色土 (青灰色土塊・褐色土粒 )

m

I:暗灰褐色土 (白 色石粒 。炭化物粒 )
II:暗灰褐色土 (炭化物粒 )
Ⅲ :黒灰色土 (黒色土塊・黒色土粒 )

±14

P13

P12

P ll

第 5図 遺構図 (1)

± 1

―
(⊆

」

―

I:灰褐色土 (褐色砂粒 )
Ⅱ :暗灰褐色土 (褐色砂粒 )

±16 Ⅲ :暗褐色粘質土 (灰色土塊・黒色土塊)   Ⅲ :灰色土 (炭化物・褐色土塊 )
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± 7

メ⊂3)出す
状況

I:灰色土
(灰緑色砂粒・黒褐色土粒・礫 )

Ⅱ :暗灰色土

(灰緑色砂粒 。黒褐色土粒・礫 )
Ⅲ :淡灰色土 (黒褐色土粒 )
Ⅳ :灰 色土

(黒褐色土粒・灰緑色砂粒 。礫 )
V:暗灰緑色土 (礫 。灰色土粒 )
Ⅵ :暗灰色土 (灰緑色砂粒 )
Ⅶ :暗灰色土

±21

2「

58916m

I:灰褐色土
Ⅱ :灰褐色土 (青灰色砂粒 。黒褐色土粒 )

±29 ±15

TttQDtt・

―

儡 2価

I:暗灰色土 (青灰色砂粒 )
Π :暗青灰色土
Ⅲ :灰色土

± 5

_ズこク_

I:暗褐色土 (褐色土粒 )
H:灰色土
(褐色土粒・礫 。緑灰色土塊 )

―   ―

／〃Ｙ／／
　一

切
巫

I:暗灰色土 (褐色土塊 )
H:暗灰色粘質土 (炭化物・緑灰色土塊 )
Ⅲ :黒灰色粘質土 (炭化物・灰色土塊 )
Ⅳ :黒灰色粘質土 (炭化物・黒色土粒 )
V:暗灰色土 (炭化物・黒色土粒 )

±17

I:灰褐色土 (黄色石粒 )
H:暗灰褐色土 (黄色石粒 。青灰色砂塊 )

―⑪ ―

絋

58946m

l:黒褐色土 (白 色石粒 )
H:暗褐色土 (黒色土粒 )
Ⅲ :褐灰色土 (灰色土塊 )

Ⅲ検
± 1

≦轟Rl出土状況

~靱疏m
I:暗褐色土
H:暗灰色土 (黒褐色土塊 )
Ⅲ :緑灰色土 (灰色土塊 )

―

( 郵 」

扇 .26m

I:暗灰褐色土
(青灰色砂粒・黒褐色粒 )

Ⅱ :暗灰色土 (青灰色砂粒・黒褐色土粒 )

Pl         P

」二27  」L26

ゴ

鍼

589.16m

P8

-⑨ ゝ―①
、
―

絋

58946m

I:灰 色粘質土 (黒色土塊 )
Ⅱ :暗灰褐色粘質土

(炭化物・褐色石粒 )

一  ｀

± 3

I:暗灰色土 (黒褐色土粒 )
H:暗灰色土 (緑灰色土塊 。黒褐色土塊 )

_ζ⊃ノ_

± 4

~~~,多

,ウン,,'''多多,而
36m

I:暗褐色土 (黒褐色土塊 )
H:灰色土 (黒褐色土塊 )
Ⅲ :暗灰褐色土 (黒褐色粘土塊 )

鰊⑫尚尚夕・
面 26m

I:暗褐色土 (黒灰色土塊 )
H:暗灰色土 (灰色粘土塊 )

0            2m

爛
蓄

」二20

-⊂フ∠

589.26m

灰褐色土 (青灰色土粒)

±24

I:暗灰色土 (黒褐色土粒 )
Ⅱ :灰色土 (青灰色砂塊 )
Ⅲ :暗灰色土 (黒褐色土塊 )
Ⅳ :暗灰色土 (青灰色砂粒 )

3

出土状況

I:暗灰褐色粘質土 (灰色土塊 )
H:灰色粘質土 (明灰色土塊 )
Ⅲ :暗灰色粘質土 (黒色土塊 )

± 19

± 18

P4

I:暗灰色粘質土
(緑灰色土塊・黒灰色土塊 )
H:暗灰色土
(黄褐色土塊・黒色土塊 )

Ⅲ :暗灰色土 (黒灰色粘土塊 )

第 6図 遺構図 (2)
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溝状 l

暗灰褐色土 (青灰色砂粒 )

P7

-③ ―

塁轟[群里籾L絣 (恣
H:暗灰褐色土
(鉄分・褐灰色砂塊 )

I:灰褐色土 (灰色土粒 )
Ⅱ :暗褐色土 (黒褐色土粒 )
Ⅲ :灰褐色土 (灰色土粒 )
Ⅳ :灰褐色土 (灰緑色土粒 )
V:褐 色土 (黒褐色土粒 )
Ⅵ :暗灰色土 (灰色土粒 。灰緑色土粒 )
± 15

1:灰褐色土 (灰色土塊・黒褐色土粒 )
H:暗灰色土 (灰色土粒 。黒褐色土粒 )
Ⅲ :暗灰色土 (礫・黒褐色土粒 )
Ⅳ :灰色土 (暗灰色粘塊 )
V:灰褐色土 (灰緑色土粒 )

±22

-たら⊃|一

I:暗灰色土
II:灰 褐色土 (青灰色砂粒 。黒褐色土粒 )

±28、

±9

-   ―

58936m

I:灰褐色土 (赤褐色土粒 )
H:灰褐色土 (赤褐色土粒・砂粒 )
Ⅲ :灰褐色土 (礫 )
Ⅳ :灰褐色土 (炭化物塊 。黄灰色土塊 )
V:灰褐色土 (炭化物塊・緑灰色土塊 )
Ⅵ :灰褐色粘質土 (炭化物塊 )
Ⅶ :黄灰色粘質土 (灰色粘土塊 )

一 牡

:暗灰褐色土 (灰色土粒)
:暗灰褐色土 (黄褐色土塊 。褐色石粒)

:暗褐色土 (炭化物塊 。黄色石粒・緑灰色砂塊)
:暗褐色土 (緑灰色砂塊・炭化物粒・白色石粒)

」ヒ25

±10

び

± 2



±6

下

1:淡灰色土 (淡緑灰色土粒 。黒色土粒 )
Ⅱ :暗灰色土 (黒色土粒 。灰色土粒 )

±12 ±21~

± 7

I:暗灰色土 (緑灰色土塊 )
Ⅱ :暗灰色土

(黒褐色土粒 。赤褐色土粒・小礫 )

±13

面 26m

I:暗灰褐色土
(黒褐色土塊 。緑灰色土塊 )

H:暗灰褐色土
(暗灰色土塊 。緑灰色土塊 )

±19

トレンチ

58906m

暗灰色土

(灰緑色砂塊・黒褐色土粒 )

± 2

⑫ 尚 鯰 鯰 %89.06m

灰褐色土

(木片・淡灰色土粒 )

± 5

鵬 鰤

I:灰色土 (淡灰色土粒・礫 )
Ⅱ :灰褐色土 (木片 。礫 )

± 9

暗灰色土

(黒褐色土粒 。灰色土粒・礫 )

±20

上

58926m

暗灰色土

±10

-と

 

一

± 10

1:暗灰色土 (灰色土粒 。黒褐色土粒 )

―δ―
±16

1:暗灰色土
(黒褐色土粒・灰色土粒 )

±16

/

一

  

―

(D―

(黒褐色土塊 。赤褐色土粒)    H:淡 灰色土

Ⅲ :灰 色土 (灰色土粒 )

±12

暗灰色土 (灰色土粒)
±21

灰褐色土 (灰色土粒)

±14

-〔て,:い百
~ 

面 26m

I:暗灰色土
(緑灰色土塊・黒褐色土塊 )

H:黒色土 (灰色土粒 )
Ⅲ :暗灰色土 (緑灰色土塊 )
Ⅳ :灰 色土 (黒褐色土塊 )

V:黒色土 (灰色土塊 )

P8

~¬
θ「
|~

I:灰褐色土 (黒褐色土粒 )
H:灰色土
Ⅲ :灰色土 (礫 )

Ⅳ :明灰色土 (礫 )

V:灰 色土 (黒褐色土粒 )
Ⅵ :明 灰色土 (礫 )

58926m

±17

瓦ξ   ~
P12

26m

I:暗灰色土 (黒色土塊 。灰色土粒 )
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Ⅲ :淡灰色土 (黒色土塊 。灰色土塊 )
Ⅳ :灰色土 (淡灰緑色砂塊 )

Ⅳ検

± 1

３６
　
　

　
　

　

粒

±3

-(型が
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暗灰褐色土 (木片・黒褐色土粒 )

± 6
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I:灰褐色土 (木片 。淡灰色土粒 )
H:灰色土 (黒褐色土粒 )

o            2m
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Ⅳ■遺1物

1 土器・陶器  (第 7図・第 2表)

今回の調査で出土した土器 0陶磁器・瓦は、総計9,620gに及ぶ。このうち図化可能な40点 を実測し (瓦・

土製品含む)、 掲載した。これらの種別は、縄文土器と戦国～近世の土器・陶器・磁器・瓦がみられる。器形

は、碗 0皿・蓋・小杯・段重・摺鉢 0内耳鍋・灯明具などがみられる。推定産地別では、瀬戸・美濃産 15点 (38。 5%)、

肥前産 3点 (7。 7%)、 京・信楽産 1点 (2。 6%)、 在地産12点 (3o。 7%)、 産地不明 8点 (20。 5%)で ある。ま

た、第Ⅲ・V検出面包含層からは縄文土器が4点出土した。いずれも戦国から近世の遺構覆土中や包合層中

に混入しており、付近に該期の遺跡の存在が窺える資料である。

第 2表 大名町土器・陶磁器観察表

2 木製品 /(第 9図・第 3表 )

今回の調査では、Ⅱ～V検の整地層および遺構から7点の木製品が出土した。種別は、下駄・桶の底板・

柄杓の柄・箸・不明品などである。全般に遺存状況が悪 く、腐食や欠損が著しい。

第 3表 木製品観察表

実測NQ 1出土地点 注■■記 種:1別 器|1形
法■1量Icm}

残■■存11■度 胎||:土 1技法●文様●形態の特徴 釉1調 | 推■定■年■代 推定産地
口径| 1底径 器高

±1-2 I検 。± 1 [検±1001 土器 口 :1/12、 底 :1/12 暗褐色 ロクロ成形、回転糸切痕 不明 在地

±1-1 I検 。± 1 [検±1003 土器 口 :欠、底 :1/8 淡褐色 ロクロ成形、静止糸切痕、底裏に墨書あり 不明 在地

±5-1 I検・±5 〔検±5009 瓦質土器 (87) 灰白 ロクロ成形 不明 在地

±6-1 I検 。±6 I検±6010 磁器 碗 /8、 底 :欠 灰白 外面 :草花文、内面 :口縁部に輪繋文、 透明釉 19c後半 瀬戸

±6-2 I検 。±6 I検±6011 磁器 段重 (12.5) /8、 底 :欠 灰白 外面 :草花文 透明釉 19c後半 瀬戸

±7-1 I検 。±7 〔検±7015 磁器 紅猪口 /8、 天丼部 :欠 型打成形、内面 :透明釉施釉、外面 :唐草文 透明釉 一削

±7-2 I検 。±7 〔検±7014 磁器 小碗 /2、 底 :1/2 外面 :龍文、内面 :口縁部輪繋文 透明釉 19c後半 瀬戸

±13-1 I検・± 13 [検±13-022 陶器 口 :欠、底 :1/4 赤褐色～褐 ロクロ成形、外面 :ミ ガキ調整 不明 不明

I検 。P8 〔検 P8-030 土器 /8、 底 :欠 淡灰褐 ロクロ成形 不明 在地

I検 。P8 [検 P8-029 土器 (10。 9) /2、 底 :1/4 褐色 ロクロ成形、底部回転糸切痕 不明 在地

満状 I検・溝状 1 I検溝 陶器 /12、 底 :1/4 灰 内面～口縁外面錆釉施釉、内面 トチン痕 錆釉 不明

溝状 I検 。溝状 1 [検溝 陶器 (10.5) /12、 底 :欠 黄灰 外面下半回転ヘラケズリ、内面～口縁外面長石釉施釉 長石釉 18c末～19c初 瀬戸美濃

溝状1-1 I検 。溝状1 [検溝1-036 磁器 蓋
つまみ
(36)

口 :欠、つまみ :1/4
外面 :草花文、つまみ外面二重圏線、内面 :天丼

部に草文、圏線
透明釉 瀬戸美濃

溝状 I検・溝状1 I検溝 陶器 口 :完、胴 :完 淡黄灰 内外 :灰釉、内面色絵、底裏 :刻印「岩倉山」 灰釉 一示

検-3 I検 。検出面 [検検出-042 陶器 碗 口 :欠、底部 :1/2 淡灰白
ロクロ成形、底部削り出し高台、外面 :濃緑色灰

釉、内面 :淡緑色灰釉
灰釉 18c後～19c前 瀬戸美濃

検-2 I検 。検出面 I検検出 042 陶器 /4、 底部 :欠 内面～口縁外面 :鉄釉、外面下半回転ヘラケズリ 鉄釉 19c前半 瀬戸美濃

検-5 I検 。検出面 I検検出 042 陶器 (12.0) /6、 底 :欠 褐～灰褐 ロクロ成形、外面ミガキ調整 不明

検-4 I検 。検出面 I検検出 042 陶器 灯明受皿 口 :1/4、 底 :1/3 赤褐色
内面～口縁外面 :錆釉、外面口縁部より下半は回転
ヘラケズリ、突帯部にヘラ状工具による切込みあり

錆釉 19c後 半 不明

検― I検・検出面 I検検出-042 磁器 碗 (102) /8、 底 :欠 外面 :一部コバルト呉須 透明釉 19c後半 瀬戸美濃

検-6 I検・検出面 I検検出 042 土器 (134) /16、 底 :欠 褐 ロクロ成形、日縁端部外面の一部に煤付着 不明 在地

検― I検・検出面 I検検出 041 土器 内耳鍋 (245) (18.2) /6、 底 :1/8 褐 ロクロ成形、口縁部ヨコナデ、内面 :指頭圧痕

±2-1 Ⅱ検・±2 Ⅱ検±2001 陶器 (105) /8、 底 :欠 被熱痕あり 長石釉 17c前 半 瀬戸美濃

±15-1 Ⅱ検 。±15 Ⅱ検土坑15-01 土器 (113) 口 :1/6、 底 :わ ずか 褐～暗灰
ロクロ成形、底部回転糸切痕、日縁端部外面一部
に煤付着

不明 在地

±29-1 Ⅱ検・±29 Ⅱ検土坑29028 土器 口 :欠、底 :1/2 暗褐 クロ成形、底裏静止糸切、内面見込部に金箔付着 不明 在地

Ⅱ検 。P6 Ⅱ検 P6034 陶器 回 :欠、底 :1/3
外

内
底部削り出し高台、高台～底裏露胎、

鉄絵、内面見込み 。底裏円錐ピン痕あり
長石釉 17c初 瀬戸美濃

検-1 Ⅱ検・検出面 Ⅱ検検出 045 陶器 口 :欠、底 :1/2 淡灰白
内面 :丸 ノミ調整、陰刻文、底裏 :輪 トチン痕、

高台端部以外は全面施釉
灰釉 16c末 瀬戸美濃

±14-1 皿検 。土坑14 Ⅲ検土坑14-005 陶器 (107) 口 :1/8、 底 :わ ずカ 淡灰褐 全面施釉、底裏にピントチン痕 灰釉 16c後半～17c前 半 瀬戸美濃

溝2-1 Ⅲ検 。溝2 Ш検溝2-018 土器 内耳鍋 (266) 口 :1/4、 底 :欠 暗褐～黒褐 口縁部ヨヨナデ 2周、輪積み痕あり、外面炭付着 透明釉 瀬戸美濃

Ⅳ検 。土坑 l Ⅳ検土坑1-001 陶器 口 :わ ずか、底部 :欠 淡灰白 内外面施釉 灰釉 16c後半 瀬戸美濃

検-1 Ⅳ検・検出面 Ⅳ検検出-OH 陶器 橘鉢 口 :わ ずか、底 :欠 灰白～淡赤褐 錆釉、内面信目 錆釉 16c後半 瀬戸美濃

溝1-3 V検 。溝 1 V検-002 土器 内耳鍋 口:わずか、底 :欠 褐 外面煤付着 不明 在地産

溝1-2 V検 。溝 1 V検 002 土器 内耳鍋 (307) 口 :1/16、 底 :欠 褐 口縁部ヨコナデ2周 、外面炭付着 不明 在地産

試Tl-1 試掘 。Tl 試掘T1001 磁器 蓋 口 :1/7、 天丼部 :欠 淡灰白 ロクロ成形、外面のみ施釉、天丼部に模様 透明釉 18c後半 一副

試Tl-2 試掘・ Tl 試掘T1002 磁器 湯呑碗 口 :欠、底 :欠、腰部のみ 外面 :幾何学文、圏線、内面 :二重圏線 透明釉 18c後半～ 9c前半 肥前

Ⅲ検 。T2 Ⅲ検T2026 縄文土器 小型深鉢 淡褐～黒褐 縄文 (RL・ 横)、 内面縦方向ミガキ 縄文後期 堀の内 不明

Ⅲ検 。Tl 皿検 Tl-023 縄文土器 小型深鉢 (5υ 口 :欠、底 :1/4 淡褐～黒褐 内外面ミガキ、底裏網代痕、内面沈線 縄文後期 堀の内 不明

検-1 V検 。検出面 V検―検出003 縄文土器 小型深鉢 淡褐～黒褐 縄文 (LR・ 横)の ち沈線、内面横～斜方向ミガキ 縄文後期 堀の内 不明

溝1-4 V検 。溝 1 V検 002 縄文土器 小型深鉢 淡褐～黒褐
口縁部縦位の沈線2条、縄文 (LR・ 横)のち沈線
内外面横方向ミガキ、

縄文後期 (堀の内 不明

±8-1 I検 。±8 I検土坑8-016 土製品 五徳 (108) 暗赤褐色 粘土紐成形のち脚部貼り付け調整 錆釉 不明 不明

±12-1 Ⅱ検・土坑12 Ⅱ検土坑12-013 瓦 lFF平 淡灰 上面に花形の刻印あり 不明 不明

EttNOI 検 1出 1面| 遺構 名 整 1理1番1号 器種 分類 手 |■法
長 さ■1径 1 111::ヨ 厚 さ■■:高さ

1備| 考
(cml) (0前) 〔om)

L9 A-2-1 桶 底 板 板 材 (柾 目 ) 2脅 69.0 厚 2.1 1/3残存
Ⅲ 」ヒ19 A-3-1 下 駄 柾 目 (16.0) (8.0) 高 (1.3 両 端 欠 損 、 遺 存 状 況 悪 し

Ⅳ Tl A-4-1 不 明 柾 目 31.9 厚 0。 8
Ⅳ 包 含 層 A-4-2 柄 杓 の柄 柾 目 28.3 厚 0。 9 片 側 一 部 欠 損 、 被 熱 痕 あ り。

Ⅳ 包 含 層 A-4-3 不 明 柾 目 13.8 厚 0.4 二
端 鋭 利 に尖 る。

V 包 含 層 A-5-1 不 明 板 材 (柾 目 ) 11.6 10.9 厚:1.0 片 面 中央 に刻 書 あ り。

V 溝 l A-5-2 箸 柾 目 21.7 厚 0.6 一 端 欠 損 、 加 工 痕 明 瞭 。
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第 9図 木製品

愈
:

単独率(%)         100.0%1総 個体数        12
接合率(%)          0.0%1接 合個体数       0
平均接合個体数          01接 合資料数       0

12

第 4表 主要諸元
聡回収個体数   _____――-121_総車曇(g)_  ____11⊆ 51

写真 l ID03(鏡背)

金属種 産物 備考器種 最大長(mm)最大幅(mm)最大厚(mm)長 /幅 幅/厚  形状比 形状 重量(g)実測 写真 |

第 5表 略号一覧

¬
産物略号 P製品(prOduCt)
BP副産物 (by_prOduct)

第 6表 個体別資料一覧
ID TK遺構1遺構2 3D座標
01  l SK4  No,01 確定
02  1 SK6  No,01 確定
03  1 SK6  No,02 確定

Fe  P丸釘
Fe P錠
Cu   P 鏡

対象外   Fe  P釘
確定   Fe  P丸 釘
確定   Fe  P釘
対象外   Fe  P不 明
対象外   Fe  P釘 状
対象外   Fe  P釘 状
対象外   Fe  P丸 釘
対象外   Fe  P釘

64.5

52.9       21.6
30.3       25.2
28.9

59.7       19.0
04  1 SK6
05  1 SK8  No,01
06  1 SK8  No,05
07  1 SK8
08  1 TK
09  1 TK
10  2 TK
l1  3 TK
12  4 TK

31.1

70.3

57.9

52.4

57.0

33.5

8.2        7.9   7.9  1.0  7.9:1.0  構二1犬     3.3  ×   ×

10.1

12,7   2.4   1.7  2.4:1.7  場劃犬    25.0
2.1   1.2  12.0 1.2:12.0  栃こ1犬     4.6
6.7   2.9   1.5  2.9:1.5  棒J犬      2.3
6.6   3.1   2.9  3.1:2.9  塊1犬      4.7
4.6   3.8   1.8  3.8:1.8  棒1犬      1.4
4.9  13.3   1.1 13.3:1.1  棒1犬      4.6
7.5   7.3   1.1  7.3:1.1  棒J犬      6.6
6.0   8.6   1.0  8.6:1.0  材二】犬    4.2
5.3   9.7   1.1  9.7:1.1  本曇1犬     2.1
5.7   5.6   1.1  5.6:1.1  本曇J犬     1.2

8.1

5.3

7.9

6.1

5。 9

6.0

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×No,12  羅菫夕亡      Fe   P てくF月禾り:器       156.0       57.6        5.4   2.7  10。 7 2.7:10.7  栃訓犬   50.5

- 14-
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北緯 東1経| 調1査期1間 調1査面積 調1査1原:因所収遺1跡名 1所在1地 市1町1村 1遺跡番号|

長野県松本市

丸の内1番3号
20202 494

36°

14′

02〃

137°

58′

24″

20050829ハ v

20050930

71.8ゴ

I～ V検
計263.4ゴ

店舗建設に伴う

緊急発掘調査

所収遺跡1名 種II男J 主:な時代 主|な:遺構 ‐主な:遺物 特1記1事1項

松本城三の丸

跡大名町

城館跡

(武家屋敷 )

縄文

戦国

江戸

土坑70、 ピット48、

溝状遺構 3、 溝 3

縄文土器、土器・陶磁

器、金属製品、木製品
松本城三の丸跡に位置

する武家屋敷の調査であ

る。5層の検出面を調査

し、最下層では築城時に

埋 った規模の大 きな溝

(堀か)が発見された。

表紙写真 :嘉永七年 (1854)二月改家中名前附図にみる調査地点
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